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皆さん、こんにちは。今日は、お客様として岩

崎様にお越しいただいています。岩崎様におかれ

ましては、焼津信用金庫在職中に藤枝クラブの会

員として活躍していただきました。ご退職を機に

北村様と交代されクラブも退会なされました。久

しぶりにお会いさせていただきましたが、お元気

なお姿を拝見させていだき、喜びもひとしおです。

岩崎様は、為替などといった経済に精通した方で

すが、スポーツの免でも輝かしい実績を持ってお

られる方です。１９６４年、西ベルリン国際陸上

競技会で１００メートル１０秒１の記録を出した

飯島英雄という選手を、皆さんも記憶しておられ

ることと思いますが、岩崎様は、当時、飯島選手

と競った仲であり、５０メートルまでは、岩崎様

の方が速かったそうです。５０メートル競走があ

ったならば、岩崎様が日本記録保持者として登録

されたことと思います。この後、卓話をいただけ

るということで、楽しみにしております。 
さて、ロータリーには、政治に関した話はそぐわ

ないとのことですが、経済に関連したことは問題

ないと思いますので、私が、今不安に感じている

ことについて少しお話をさせていただきます。先

日の日経新聞に「経済の戦に敗れ島々も」とのタ

イトルで記事がでていました。１９９５年から２

０１０年の１５年間のＧＤＰの伸びとＧＤＰの世

界におけるシェアですが、米国は伸び２倍、シェ

ア９５年２５％、１０年２４％。中国は伸び８倍、

シェア９５年３％、１０年１０％。ロシアは伸び

５倍、シェア９５年１％、１０年３％。 
韓国は伸び２倍、シェア９５年２％、１０年２％

で、世界全体ではＧＤＰの伸びは２倍となったそ

うです。しかしながら、日本は伸び１倍、シェア

９５年１８％、１０年９％という結果であり、日

本だけ一人負けという内容だして。また、過日、

韓国の大統領の、今の日本は、かつての日本では

ないとの発言が報道されました。 
日本の経済力の減退が領土問題にも大きく影響し

ているとの記事でした。私も、自動車設備津関連

の業界に生きてきて、今一番感じることは、我々

の物造り業界の急速に空洞化です。物造りの職場

の減少により第３次産業への就業移動がここ１５

年の間続いています。結果として、１人あたりの

年収が４２０万円から３２０万円位となっていま

す。やはり、日本は、物造りに力を入れ外貨を稼

ぎ、その潤沢な資金で内需拡大を図ることでしか

栄える道はないように、自動車設備関連の業界に

どっぷり浸かってきた私には思えてなりません。

ここにお集まりの藤枝クラブの会員の皆さんは、

それぞれお仕事も様々です。お仕事も違えば、業

界の景況も違い、私とは違った見解をお持ちのこ

とと思います。また、機会がありましたら、元気

ある業界のお話をいただければありがたく思いま

す。私も、物造りに携わる一員として厳しい状況

下ではありますが、ともかく国内で愚直に物造り

に頑張ることで活路を開いていこうと思っていま

す。私の関わっている業界の後ろ向きにお話をさ

せていただきまして申し訳なく思っていますが、

ロータリーの「最も奉仕する者、最も報われる」

その言葉を信じて進みたく思っていることをご報

告させていただき、会長報告とさせていただきま

す。 
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■ 幹 事 報 告              池ノ谷 敏正君 

• 第２６２０地区より 
浜名湖ＲＣ ＨＰ＆メールアドレス変更のお知

らせが届いております。 
• 第２６２０地区より 
 青少年交換マンスリーレポートが届いておりま

す。 
• 公益財団法人ロータリー米山記念奨学会より 
 ハイライトよねやま１５０号が届いております。 

■ 出 席 報 告            中森 義次君             
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

30／39 76.92％ 33／40 82.50％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○櫻井君 ○鈴木邦君 ○鈴木舜君 

○松葉隆君 ○村松君 落合君 新島君 

仲田晃君 

(２)メークアップ者 

河井 宏文君（榛南） 

■ ビ ジ タ ー             中森 義次君             
梶 明夫君（静岡）   小山 明良君（藤枝南） 

小池 吉久君（藤枝南） 漆畑 雄一郎君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ            中森 義次君             
• 岩崎四郎様より 

スマイル累計金額   １０４，５８０円 

■３分間スピーチ             赤堀 信夫君             

先日、敬老の日に

地元町内会でお祝い

を行いその裏方を務

めました。 

我が家の母もその対

象者で改めて戦後荒

廃のなか日本国復興

の礎となられた先輩諸兄に敬意をもった次第であ

ります。その折メディアで長寿の方の紹介に大変

興味を持ちました。齢１００歳にして現役サラリ

ーマンの方でした。身の丈１７５ｃｍほどの偉丈

夫で立ち居振る舞いは矍鑠としどう観ても７０代

の方でした、インタビュアーが現役を維持できる

秘訣を問いかけると「商売にあたり相手が先ず儲

かっていただきそのご褒美としてこちらが儲けさ

せていただく・中略・それが楽しくてこの年にな

りました。」とおっしゃられました。私の座右の銘

の一つに近江商人家訓として「三方よし」売り手

よし 買い手よし 世間よし という言葉があり

ます。その方が実践されていることはこの「三方

よし」に相通じると感じました。未熟な私はせめ

て買い手よしを実行し公私で買い物をする際 売

ってくれる方々のお陰という感謝の気持ちをもつ

よう日頃心掛けております。 

丁度３分になりました。Ｍ下君 チンを鳴らして

ください。（笑い） 

■ 外 部 卓 話                           

 
「指標から変化を読

む」 
岩崎 四郎様 

 
 
現在の日本経済は、五年前から国内外の大きな

悪材料発生で現在も厳しい状況が続いている。 
①二〇〇七年八月米国のサブプライムローン問題 
②翌年九月米国証券最大手リーマンブラザーズの

破綻 
③欧州各国の債務問題の表面化 
④タイの大洪水 
⑤東日本大震災発生が景気の下振れの理由である。

政府が復興事業予算を組み実施中で幾分景気を押

し上げている。注目されている今後の景気、金利、

為替の行方を私なりの見方で話を進めます。 
先ず継続して数字等の裏付けに基づき変化を読み

とっていくことが重要である。経済を悪化させる

様な大問題が生じた場合、一過性で解決するか、

中長期的に時間を要する問題かで判断する事が望

ましい。その結果先行の見通しが読み易いと思う。

以前と同じケースの場合は、過去の歴史に学ぶこ

とも重要である。 
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具体的に為替面から、欧州の債務問題発生後海外

投資家は、安全な国に資金を移動させました。世

界で比較的安全な日本の円、国債が買われ質への

逃避が起こり一時

７６円台まで円高

に推移しました。次

に米国の貿易・経済

収支は両方赤字、ド

ル安円高が貿易赤

字削減に繋がることから現在の水準近辺で推移と

予想する。又、日本の１０年国債の金利差のチェ

ックも重要で、金利差が縮まると米国債の高金利

メリットが薄くなりドル安円高、差が広がってド

ル高の動きを示している。その他ドル高に推移す

る要素は 
①欧州の債務問題が、各国の支援と当事国自身で

財政問題を解決し安定すること 
②米国の雇用拡大、住宅市場の回復、個人消費の

増加等が達成すれば力強い経済成長に繋がり資金

が米国に流れドル高が見込まれる。しかしそこま

でには時間がかかると予想する。 
次に日本銀行の金融政策の行方について、政策

金利は０～０．１％でゼロ金利政策である。日銀

はデフレ脱却後ゼロ金利解除を決めている。その

内容はＣＰＩ（消費者物価）が１％台達成で解除

である。その後は金利は上昇が見込まれる。次に

日銀発表の短観、設備投資の増加状況のチェック

が重要、設備投資から雇用が生まれ―所得を得―

個人消費の増―企業業績アップ、この景気循環で

日本経済成長はアップに繋がっていく、設備投資

動向のチェックも先読みには重要である。 
次に米国経済が改善すれば日本経済は連動し改善

の動きを示す。（過去のデータ）から、日本にとっ

て米国は No．１の得意先で輸出は拡大ドル高円安

で日本企業は売上、為替両面で業績好転となり輸

出企業が日本経済を牽引していくでしょう。先読

みには米国経済の方向をチェックすることも重要

である。今一度、今後の経済、金利、為替等の動

向を先読みするには、継続的に数字等の裏付けに

基づき変化を読み取ることが重要である。 
 

 第４７回藤枝少年サッカーリーグ戦閉会式 

９月１７日（祝） 

藤枝総合運動公園サッカー場 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（担当／池谷君） 


